
仏
典
の
す
ぐ
れ
た
翻
訳
は
そ
の
最
良
か
つ
雄
弁
な
「
研
究
論
文
」
で
あ

る
。
派
手
な
自
己
主
張
か
ら
は
無
縁
で
あ
る
が
、
最
も
深
く
長
い
影
響
力

を
及
ぼ
す
。
稀
に
誤
訳
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
我
灸
は

「
も
し
私
が
こ
れ
を
初
訳
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
訳
者
が
誤
ら
な
か

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ま
た
の
誤
訳
を
犯
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
想
像
し
て
ほ

っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
。
ま
た
「
私
が
訳
し
て
い
た
ら
ど
れ
く
ら
い
の
労

力
と
時
間
が
か
か
っ
た
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
訳
者
の
「
利
他
の
心
」
に

深
為
と
頭
を
さ
げ
る
。
感
謝
と
畏
敬
に
た
え
な
い
の
は
重
要
で
難
解
な
テ

キ
ス
ト
を
み
ご
と
に
全
訳
す
る
ひ
と
び
と
で
あ
る
。

舟
橋
一
哉
は
大
谷
大
学
で
昭
和
八
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
「
倶
舎
論
の

会
」
に
出
席
し
、
山
口
益
が
『
倶
舎
論
』
称
友
疏
第
二
章
を
始
め
幾
多
の

重
要
な
仏
典
を
全
訳
す
る
の
を
眼
の
あ
た
り
に
し
て
い
る
。
学
を
愛
す
る

心
と
、
伝
統
的
倶
舎
学
と
を
父
水
哉
よ
り
、
原
始
仏
教
学
を
赤
沼
智
善
よ

り
、
梵
・
蔵
・
漢
対
照
研
究
の
近
代
的
方
法
を
山
口
よ
り
承
け
継
い
で
舟

橋
一
哉
の
堅
実
な
骨
太
の
学
風
が
で
き
あ
が
っ
た
。
舟
橋
に
よ
る
『
倶
舎

論
』
関
係
の
翻
訳
、
研
究
は
枚
挙
に
暹
が
な
い
が
、
こ
の
業
品
和
訳
は
舟

舟
橋
一
哉
著

『
倶
舎
論
の
原
典
解
明
業
品
』

本
庄
良
文

橋
が
最
も
心
血
を
注
い
だ
業
績
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
出
版
が
、

Ｓ
・
レ
ヴ
ィ
が
一
九
一
二
年
に
世
界
の
学
者
に
呼
び
掛
け
て
立
て
た
遠
大

な
計
画
の
延
長
の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
再
版
さ
れ
た
姉
妹

篇
『
倶
舎
論
の
原
典
解
明
世
間
品
』
（
昭
和
三
○
年
第
一
刷
）
に
付
さ
れ
た

山
口
益
の
緒
言
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
内
容
は
そ
の
姉
妹
篇
と
同
じ
く
、

本
論
と
称
友
釈
と
の
和
訳
で
あ
る
。
巻
末
に
は
邦
語
と
梵
語
と
の
索
引
が

付
さ
れ
て
い
る
。

雄
篇
『
業
の
研
究
』
の
著
者
に
よ
る
、
梵
文
か
ら
の
業
品
和
訳
の
価
値

は
計
り
知
れ
な
い
。
様
々
な
分
野
の
人
が
自
己
の
課
題
に
即
し
て
様
を
な

読
解
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
仏
教
で
は
世
界
は
誰
が
造
っ
た
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
「
諸
の
有
情
の
業
」

二
頁
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
仏
教
の
「
無
神
論
」
的
性
格
が
業
思
想

に
由
来
す
る
の
で
あ
る
と
確
認
す
る
ひ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
経
量

部
理
論
と
し
て
、
有
為
法
の
減
は
原
因
を
俟
た
ず
（
七
頁
以
下
）
、
形
色
は

実
有
に
あ
ら
ず
（
二
二
頁
以
下
）
、
無
表
は
実
有
に
あ
ら
ず
（
五
○
頁
以
下
）
、

最
後
の
三
業
道
は
煩
悩
で
も
あ
る
（
三
○
四
頁
）
、
と
す
る
説
や
、
相
続
転

変
差
別
の
理
論
（
五
三
、
五
四
、
六
二
頁
）
な
ど
に
改
め
て
注
目
す
る
ひ

と
も
多
か
ろ
う
。
曙
○
個
。
胃
凹
（
五
○
、
五
一
、
三
五
四
頁
）
弓
目
乱
ｏ
胃
冨

（
五
二
、
三
四
九
、
四
七
七
、
五
二
四
頁
）
の
語
は
袴
谷
憲
昭
（
『
印
仏
研
』

態
》
巴
ら
に
よ
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
仏
身
論
を
追
う
者
は
ま
ず
こ
の

害
の
三
帰
戒
の
部
分
（
一
八
○
頁
以
下
）
に
眼
を
通
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

私
が
興
味
を
も
っ
て
読
ん
だ
の
は
出
家
戒
と
十
善
業
道
と
の
関
係
を
述

雫
へ
る
第
三
章
第
九
節
『
業
道
と
意
思
の
心
所
と
の
交
渉
」
（
第
八
一
頌
、
三

八
五
’
三
九
六
頁
、
婆
沙
論
二
三
に
対
応
）
で
あ
っ
た
。
平
川
彰
に
よ
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っ
て
最
初
期
の
大
乗
仏
教
の
戒
は
十
善
業
道
で
あ
り
、
こ
れ
は
出
家
戒
と

は
別
の
も
の
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
最
初
期
の
大
乗
仏
教
が
在
家
中

心
の
仏
教
で
あ
っ
た
と
の
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
「
ど
れ
だ
け
の
業
道
と
共
に
意
思
（
８
国
目
）
が
倶
起
し
て
転
ず
る
か
」

が
論
じ
ら
れ
る
。
後
半
で
意
思
と
善
業
道
と
の
倶
転
が
述
尋
へ
ら
れ
る
が
、

ま
ず
不
善
と
無
記
と
の
心
を
有
す
る
者
が
沙
弥
律
儀
を
受
持
す
る
と
き
に

も
、
邪
淫
を
離
れ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
業
道
が
存
在
す
る
理
由
と
し
て

「
其
〔
の
非
梵
行
を
離
れ
る
こ
と
〕
の
中
に
、
邪
淫
を
離
れ
る
こ
と
は
全

く
包
含
さ
れ
て
い
る
」
（
三
九
三
頁
）
と
称
友
釈
に
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
た
。

沙
弥
は
そ
も
そ
も
妻
帯
し
な
い
（
非
梵
行
を
離
れ
る
）
か
ら
沙
弥
律
儀
は
、

邪
淫
（
妻
以
外
の
女
性
と
交
わ
る
等
の
行
為
。
第
七
四
頌
前
半
）
を
離
れ

る
と
い
う
こ
と
と
別
個
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
そ
う
で
は
な
い
、

非
梵
行
を
離
れ
れ
ば
当
然
邪
淫
を
離
れ
る
こ
と
に
も
な
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
の
原
則
は
比
丘
に
も
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
比
丘
律
儀
を
受
持
す

る
人
の
意
思
が
十
善
業
道
と
倶
転
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
述
零
へ
ら
れ
て

い
る
。
結
局
『
倶
舎
論
』
関
係
書
を
読
む
限
り
出
家
戒
を
受
け
る
こ
と
と

十
善
業
道
を
具
え
る
こ
と
と
は
拒
斥
し
あ
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

次
に
陳
那
の
『
倶
舎
論
』
撮
要
害
、
『
阿
毘
達
磨
要
義
燈
』
（
大
谷
目
録

五
五
九
六
、
東
北
目
録
四
○
九
五
）
の
第
四
章
の
一
部
（
嵐
園
．
］
‐
筐
》
霞

ｌ
忠
ゞ
謂
）
と
、
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
註
（
大
谷
目
録
五
五
九
五
、
東
北
目

録
四
○
九
四
）
と
を
読
ん
だ
経
験
に
照
ら
し
て
、
気
付
い
た
点
を
以
下
に

一
一

一
頁
六
行
「
器
〔
世
間
〕
と
」
↓
「
器
世
間
と
」

一
頁
七
行
「
何
に
よ
っ
て
…
」
は
「
だ
れ
に
よ
っ
て
（
蔵
訳
”
２
の
）
造

ら
れ
た
の
か
。
決
し
て
だ
れ
に
よ
っ
て
能
動
的
意
志
を
も
と
に
造
ら
れ
た

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
」
の
よ
宮
フ
に
す
べ
き
か
。

四
一
頁
一
行
以
下
「
も
し
…
無
表
色
を
無
視
す
る
な
ら
ば
…
」
。
蔵
訳

は
「
も
し
〔
仏
が
〕
…
無
表
色
〔
の
存
在
を
〕
ご
覧
に
な
ら
な
か
っ
た
な

ら
（
日
凹
鴨
飼
い
口
口
）
、
そ
〔
の
よ
う
に
説
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
〕
に
対
し

て
何
の
動
機
が
あ
ろ
う
か
」
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
一
頁
二
行
「
（
く
胃
巴
畠
）
」
↓
「
（
ぐ
ぱ
Ｐ
Ｓ
」
（
舟
橋
『
業
思
想
序
説
』

七
一
頁
の
ま
ま
・
）

四
九
頁
註
②
シ
ヤ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
註
（
旬
匡
隠
皆
垈
に
は
「
眠
っ
て

い
る
と
き
に
も
」
が
あ
る
。

五
三
頁
三
’
四
行
「
郁
伽
（
ロ
唱
凹
）
よ
、
」
。
対
応
経
で
あ
る
捧
ｚ
買
望

で
も
、
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
所
引
の
経
角
匡
麗
皆
帝
隠
冒
巴
で
も
対

告
衆
は
諸
比
丘
で
あ
る
。
色
唱
騨
を
比
丘
に
か
か
る
形
容
詞
と
み
て
「
勇
猛

な
比
丘
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八
九
頁
七
行
以
下
「
：
．
〔
大
梵
天
〕
は
…
尊
者
馬
勝
を
〔
力
の
及
ば
な

い
と
こ
ろ
へ
〕
祭
り
上
げ
る
た
め
に
（
庸
名
胃
昏
四
目
）
、
自
分
を
祭
り
上

げ
た
（
厨
君
国
ぐ
閨
）
」
。
該
当
す
る
経
（
『
南
都
佛
教
』
第
四
八
号
弓
．
館

‐
窓
参
照
）
に
は
、
馬
勝
に
さ
れ
た
質
問
の
答
え
が
解
ら
な
い
大
梵
天
が

摘
記
す
る
。
（
六
五
、
六
六
、
八
二
頁
註
な
ど
で
言
及
さ
れ
る
『
法
宣
師
の

講
義
』
と
は
、
櫻
井
寳
鈴
編
輯
『
倶
舎
論
講
義
』
全
十
冊
、
四
書
館
、
京

都
、
明
治
三
一
年
刊
、
で
あ
る
。
）
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群
集
の
前
で
恥
を
か
く
の
を
恐
れ
て
「
我
は
大
梵
天
な
り
」
と
の
み
繰
り

返
し
「
そ
ん
な
こ
と
を
尋
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
と
馬
勝

の
手
を
引
い
て
「
答
え
の
解
ら
鉋
質
問
は
仏
に
尋
ね
て
く
れ
ね
ば
こ
ま
る

で
は
な
い
か
」
と
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
た
、
と
あ
る
か
ら
、
く
厨
巷
は
「
ご

ま
か
す
」
「
あ
ざ
む
く
」
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

九
四
’
九
六
頁
本
頌
「
解
脱
は
勝
義
か
ら
し
て
浄
で
あ
る
。
根
と
伽
と

槐
と
は
自
〔
性
〕
に
よ
っ
て
〔
浄
〕
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
相
応
せ
る
も
の

は
相
応
に
よ
っ
て
〔
浄
〕
で
あ
る
。
行
業
等
は
等
起
に
よ
っ
て
〔
浄
〕
で

あ
る
。
。
…
：
〔
二
の
〕
常
な
る
も
の
は
勝
〔
義
〕
か
ら
し
て
無
記
で
あ
る
。
」

語
順
を
逆
に
す
る
。

九
五
頁
二
行
「
他
に
相
応
と
等
起
と
を
待
た
な
い
か
ら
」
↓
「
他
と
の
相

応
と
等
起
と
を
…
」
。
安
慧
角
冒
匡
曽
壁
“
識
．
受
な
ど
の
よ
う
に
は

他
と
の
相
応
を
待
た
な
い
か
ら
で
あ
り
、
身
・
語
業
の
よ
う
に
は
等
起
を

待
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
○
一
頁
九
行
註
⑥
「
行
」
の
語
は
ぐ
冒
洋
：
冨
号
Ｐ
〉
ｚ
咽
］
霞
昆

に
は
あ
る
。

一
○
一
頁
二
行
「
こ
れ
は
矛
盾
し
な
い
」
（
四
昌
目
目
盲
目
①
３
ｃ
の

直
後
に
「
な
ぜ
な
ら
ば
：
か
ら
」
（
看
、
日
脚
亀
）
を
補
う
。
両
漢
訳
、
蔵
訳
、

ぐ
官
津
島
冒
日
四
（
ｚ
唱
屍
留
伊
唱
凋
唱
唇
首
尉
）
参
照
。

一
○
五
頁
五
行
「
随
転
す
る
も
の
も
亦
三
種
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
こ

こ
の
芽
昼
圃
凰
は
「
三
通
り
す
べ
て
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
梵
本
二
八

○
頁
三
行
目
職
凰
（
十
す
べ
て
が
）
参
照
。
訳
文
の
よ
う
で
は
転
起
と
随

転
と
が
同
じ
性
質
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
。

一
三
七
頁
一
○
’
一
五
「
身
に
よ
る
」
等
↓
「
身
に
つ
い
て
の
」
等
。

一
四
○
頁
一
五
行
「
現
在
…
と
相
応
す
る
」
↓
「
：
。
と
結
び
つ
く
」
「
…

を
具
え
る
」
。
述
語
と
区
別
。

一
五
一
頁
九
行
「
捨
し
て
未
だ
表
を
生
じ
て
い
な
い
」
↓
「
表
を
捨
し
た
、

〔
あ
る
い
は
〕
未
だ
生
じ
て
い
な
い
」
。

一
六
四
頁
七
’
一
○
行
一
文
に
訳
し
て
「
下
座
し
、
説
か
れ
た
後
か
ら

唱
え
、
装
飾
を
離
れ
た
人
に
よ
り
、
黎
明
に
お
い
て
、
支
を
具
足
し
、
夜

の
終
り
に
至
る
近
住
〔
戒
〕
が
、
他
の
ひ
と
か
ら
受
け
ら
れ
る
雫
へ
き
で
あ

る
。
」
梵
文
ｂ
句
‐
閣
昌
巨
乱
目
目
と
訂
正
。

一
六
五
頁
一
行
「
〔
戒
を
〕
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
全
く
な
い
」
↓
「
〔
戒

を
受
け
る
べ
き
〕
で
は
な
い
」
。

一
六
五
頁
八
行
「
荘
飾
」
↓
「
装
飾
」
。

一
六
五
頁
一
二
行
「
ま
た
こ
の
よ
う
に
〔
し
て
受
戒
〕
す
る
な
ら
ば
、

居
羊
者
や
姦
夫
が
一
昼
夜
の
近
住
〔
律
儀
〕
を
受
け
た
場
合
に
も
、
必
ず

効
果
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
」
↓
「
ま
た
こ
の
よ
う
に
〔
妙
行
を
得
る
の
で
あ

る
と
解
釈
〕
し
て
〔
こ
そ
、
〕
夜
間
〔
の
み
の
近
住
に
服
し
〕
た
屠
羊
者
と
、

昼
間
〔
の
み
〕
の
近
住
に
服
し
た
姦
天
に
〔
可
愛
の
〕
果
報
が
あ
る
こ
と

が
妥
当
な
も
の
と
な
る
。
」
（
梵
本
冒
身
巨
ご
鼻
の
↓
冑
ご
鼻
の
．
蔵
訳
”

目
凋
侭
月
旧
訳
即
不
違
道
理
）
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ

ァ
（
目
巨
置
琴
甲
瞳
苫
埋
は
億
耳
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
億
耳
は
夜
間
に
は
天
女
と
戯
れ
、
昼
間
に
は
犬
に
食
い

破
ら
れ
る
男
に
遭
っ
た
。
男
は
「
私
は
前
世
に
羊
の
屠
殺
者
で
あ
っ
た
が
、

聖
者
カ
ー
テ
ィ
ャ
ー
ヤ
ナ
に
勧
め
ら
れ
て
夜
間
の
み
の
戒
を
授
か
っ
た
た

め
こ
の
よ
う
な
果
報
を
得
る
の
だ
‐
｜
と
言
っ
た
。
次
に
昼
間
は
天
女
と
戯

れ
、
夜
間
に
は
百
足
に
貧
り
食
わ
れ
る
男
に
遭
い
「
私
は
前
世
に
人
妻
と
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通
じ
て
い
た
が
、
聖
者
カ
ー
テ
ィ
ヤ
ー
ヤ
ナ
に
勧
め
ら
れ
て
昼
間
の
み
の

戒
を
授
か
っ
た
」
と
の
話
を
聞
い
た
、
と
。

こ
の
男
た
ち
は
昼
夜
を
尽
く
す
の
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
夜
の
み
、
昼
の

み
の
戒
を
授
か
り
、
近
住
律
儀
は
得
な
か
っ
た
が
、
妙
行
を
得
た
の
で
、

非
可
愛
の
果
報
と
と
も
に
、
可
愛
の
果
報
を
も
得
た
、
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
旧
訳
の
理
解
は
こ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

一
六
七
頁
九
行
「
彼
等
」
↓
「
そ
れ
ら
〔
の
支
〕
」

一
七
一
頁
一
行
「
と
あ
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
は
」
↓
「
と
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
」

一
七
二
頁
七
行
以
下
は
前
の
第
三
項
の
第
三
○
頌
の
長
行
の
続
き
で
あ

る
の
に
項
目
立
て
が
変
わ
っ
て
い
る
の
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
第
四
項

「
発
戒
の
時
‐
一
は
国
訳
の
よ
う
に
は
う
ま
く
独
立
さ
せ
に
く
い
よ
う
で
あ

る
か
ら
一
七
二
頁
ま
で
を
第
三
項
に
含
め
て
し
ま
い
、
一
七
三
頁
以
下
を

「
能
学
一
分
等
の
問
題
」
と
で
も
し
て
第
四
項
と
す
べ
き
か
。

一
七
二
頁
一
五
行
「
優
婆
塞
も
亦
、
」
↓
「
優
婆
塞
も
亦
そ
う
で
あ
る
。
」

一
八
二
頁
七
行
「
救
済
」
↓
「
救
済
者
」
「
救
護
所
」

一
八
八
頁
二
行
Ｈ
喝
員
↓
》
磐
日

一
九
一
頁
九
、
二
行
「
ま
た
す
今
へ
て
学
処
に
運
越
し
た
こ
と
に
対
し

て
」
↓
「
ま
た
す
べ
て
の
学
処
に
違
越
し
た
場
合
に
」

一
九
一
頁
一
三
’
一
四
行
「
ど
う
い
う
わ
け
で
…
発
露
し
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
」
↓
「
ど
う
す
れ
ば
〔
学
処
に
〕
運
越
し
た
者
も
自
ら
〔
の
罪
〕
を

発
露
す
る
で
あ
ろ
う
か
」
（
一
九
二
頁
註
③
の
と
お
り
。
否
定
辞
目
倒
は

８
冨
陣
ぐ
の
と
連
合
し
な
い
。
梵
文
製
日
四
目
自
習
博
匡
昌
目
を
弾
昌
‐

四
口
色
白
習
伝
冒
昌
目
と
す
る
。
）

一
九
二
頁
五
’
六
行
「
学
処
の
中
に
…
の
み
で
あ
る
。
」
↓
「
学
処
と
し

て
こ
れ
（
近
事
律
儀
）
〔
の
中
〕
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
。
〔
答

え
〕
〔
そ
う
で
は
な
く
て
〕
（
改
行
）
遮
罪
な
る
〔
飲
〕
酒
か
ら
〔
離
れ
る

こ
と
〕
の
み
は
（
筐
＆
）
（
改
行
）
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
梵
文
を

○
ぽ
］
丙
め
い
ロ
包
・
四
Ｈ
己
四
の
ぐ
ゆ
口
四
ぐ
］
い
く
四
の
汁
面
脚
や
岸
四
目
旨
、
ぐ
罰
画
く
い
の
庁
戸
倒
己
詳
凹
［
己

凸
．
Ｆ

冒
色
武
厨
の
恩
：
．
と
す
る
。
蔵
訳
叩
冨
侭
９
．
９
耳
時
胃
且
冨
亨
鼻
冨
己
色

閉
口
四
詐
〆
○
ず
ｐ
へ
弓
①
〆
ず
い
ｚ
包
胃
ず
の
旨
ご
己
四
〕
目
的
園
屋
胃
Ｈ
ロ
四
国
ロ
も
四
吋
Ｈ
ロ
色

〆

、

ご
圃
彦
四
ｍ
。
①
ロ
Ｐ
｝
ご
○
煙
色
も
Ｐ
》
肖
丙
ぽ
Ｐ
昌
四
臥
昌
秒
守
ロ
○
ず
四
一
昌
己
望
○
の
画
く
巨
刷

匿
い
、
Ｎ
ｐ
色
自
己
四
吋
ず
園
ぽ
ゅ
ぬ
い
○
亭
く
冒
弄
ゆ
ず
声
四
口
Ｈ
Ｐ
（
ｚ
”
巨
岸
や
い
ず
や
ｇ
叩

吋
四
口
”
Ｏ
鄙
）
目
も
ロ
琶
胃
ず
○
四
口
。
亀
』
丙
ぽ
ぃ
ご
色
Ｈ
ロ
四
庁
ロ
○
ず
四
〕
竺
芦
》
群
ず
隆
四
ヶ
ｂ
抄
）
芦

餉
園
丘
時
Ｈ
巳
ゆ
ず
園
昏
ゆ
ぬ
ｏ
①
昌
騨
、
ず
い
ぽ
ゆ
、
牌
①
更
］
ず
○
四
○
や
ゆ
〕
』
丙
ぽ
ゅ
ロ
い
員
〕
四

目
○
冨
冒
冨
侭
目
昼
冒
・
旧
訳
“
「
復
有
何
因
、
於
仮
制
罪
中
、
護

不
立
、
為
優
婆
塞
学
処
。
彼
説
立
。
偶
日
…
・
」
新
訳
は
直
訳
に
な
っ
て

い
な
い
。

二
二
二
貝
一
○
行
「
断
善
〔
根
〕
」
↓
「
断
〔
善
〕
根
」

二
三
五
頁
註
①
写
本
Ｄ
に
乱
号
○
国
と
あ
る
。

二
四
○
頁
八
行
「
そ
れ
以
外
の
方
法
は
な
い
」
↓
「
さ
も
な
く
ば
〔
捨
せ

ら
れ
〕
な
い
」

二
四
三
頁
一
五
行
「
除
い
た
」
↓
｜
‐
除
く
。
」

二
七
二
頁
四
行
閣
貝
目
の
鼠
且
↓
自
国
Ｈ
の
目
且

二
七
六
頁
註
仙
称
友
疏
（
と
舟
橋
と
）
の
解
釈
を
裏
付
け
、
『
法
宣
師

の
講
義
』
の
解
釈
を
拒
け
る
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
的
資
料
を
シ
ャ
マ
タ
デ
ー
ヴ

ァ
註
角
巨
淫
ぎ
い
忠
冒
巴
が
引
く
。
未
比
定
（
有
部
律
の
属
○
＄
目
冒
冒
‐

ぐ
儲
白
に
は
な
い
）
な
の
で
全
文
を
訳
出
し
て
識
者
の
教
示
を
乞
う
。

世
尊
の
〔
争
い
を
や
め
る
よ
う
に
と
の
〕
お
言
葉
が
、
カ
ゥ
シ
ャ
ー
ン
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ビ
ー
の
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
三
度
ま
で
も
拒
け
ら
れ
た
と
き
、
比
丘
た
ち

は
、
あ
ら
ゆ
る
疑
念
を
晴
ら
す
仏
・
世
尊
に
質
問
し
た
。
「
如
来
が
ど
の
よ

う
な
業
を
な
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
の
業
の
異
熟
に
よ
り
、
世
尊
の
善
き
お

言
葉
、
利
益
に
な
る
説
、
受
け
入
れ
る
に
値
す
る
お
言
葉
さ
え
、
力
ウ
シ

ャ
ー
ン
ビ
ー
の
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
、
三
度
ま
で
も
拒
け
ら
れ
た
の
で
す

か
。
」
世
尊
は
言
わ
れ
た
。
「
比
丘
た
ち
よ
、
過
去
に
あ
る
人
が
な
し
、
積

ん
だ
〔
業
の
果
〕
を
、
ど
ん
な
他
者
が
被
ろ
う
か
。
乃
至
、
有
身
者
（
衆

生
）
の
上
に
果
が
熟
す
る
。
比
丘
た
ち
よ
、
以
前
、
角
匡
呂
曾
）
過
去
世

に
、
如
来
、
阿
羅
漢
、
…
（
如
来
十
号
）
：
・
正
等
覚
者
な
る
、
ア
ジ
タ
と

い
う
方
が
出
世
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
私
は
、
菩
薩
行
を
行
じ
、
富
者
の
息

子
で
あ
っ
た
が
、
無
上
の
悟
り
を
求
め
る
心
を
起
し
、
出
家
し
た
。
出
家

し
て
、
三
蔵
を
受
持
す
る
身
と
な
っ
た
。
さ
て
、
比
丘
僧
伽
に
諄
論
が
生

じ
た
。
か
れ
の
た
め
に
、
そ
の
詳
論
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
た
。
や
が
て
経

を
受
持
す
る
ひ
と
り
の
比
丘
に
よ
り
、
か
れ
は
放
逐
さ
れ
、
諄
論
は
お
さ

ま
っ
た
。
か
れ
は
「
女
ど
も
の
詳
論
が
お
さ
ま
っ
た
の
か
」
と
、
比
丘
僧

伽
に
対
し
て
女
呼
ば
わ
り
を
し
た
。
そ
の
語
悪
行
に
よ
り
、
か
れ
の
男
根

は
消
え
、
女
根
が
生
じ
、
五
百
生
の
間
、
女
と
し
て
生
ま
れ
続
け
た
が
、

正
等
覚
者
ラ
ト
ナ
シ
キ
ン
に
よ
っ
て
、
か
れ
の
、
女
た
る
状
態
が
拒
け
ら

れ
、
男
た
る
状
態
が
得
ら
れ
た
。
〔
実
は
〕
こ
の
私
〔
こ
そ
〕
が
、
そ
の
と

き
、
そ
の
折
、
富
者
の
息
子
と
な
り
、
菩
薩
行
を
行
じ
た
の
ち
、
三
蔵
を

受
持
す
る
身
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
私
は
、
比
丘
僧
伽
に
語

の
悪
行
を
な
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
因
に
よ
り
、
力
ウ
シ
ャ
ー
ン
ビ
ー

の
比
丘
た
ち
に
よ
っ
て
三
度
ま
で
も
私
の
言
葉
が
拒
け
ら
れ
た
の
だ
。
」

こ
の
同
じ
こ
と
が
、
小
〔
阿
含
〕
に
お
い
て
、
仏
の
多
く
の
行
為
を
述
べ

る
も
の
と
し
て
、
偶
と
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
詩
頌
）
・
「
さ
て
、
〔
釈
迦
牟
尼

は
〕
過
去
〔
世
〕
に
、
ア
ジ
タ
仏
の
〔
下
で
〕
、
三
蔵
を
受
持
す
る
者
と
な

っ
た
。
比
丘
僧
伽
が
評
論
し
た
と
き
に
、
僧
伽
に
「
女
」
と
言
っ
た
、
語

の
悪
行
を
な
し
た
こ
と
ゆ
え
に
女
と
な
っ
た
が
、
再
び
心
が
清
浄
と
な
る

こ
と
に
よ
り
男
と
な
っ
た
」
と
。

三
○
七
頁
註
②
「
煩
悩
」
の
語
は
陳
那
『
要
義
燈
』
角
冒
曽
９
ｓ

に
は
あ
り
、
ぐ
冒
詳
号
冨
胃
ゅ
（
ｚ
唱
邑
目
雫
曽
］
己
）
に
は
な
い
・

三
三
一
頁
五
行
「
其
〔
の
ひ
と
〕
の
身
体
の
各
部
分
の
た
め
」
↓
「
其
〔
の

生
類
〕
の
身
体
の
各
部
分
〔
を
得
る
〕
た
め
」

三
五
六
頁
註
仙
送
り
仮
名
が
一
宇
分
ず
つ
下
に
ず
れ
て
い
る
。

三
五
八
頁
一
五
行
「
そ
れ
ら
妄
語
等
よ
り
以
外
の
諸
の
語
業
で
あ
っ

て
、
」
↓
「
そ
れ
ら
妄
語
等
の
語
業
以
外
の
」

三
五
九
頁
三
’
四
「
舞
踊
者
が
舞
踊
の
と
き
に
」
↓
「
役
者
が
上
演
す
る

と
き
に
」

三
六
一
柱
「
第
三
等
」
↓
「
第
三
節
」

三
六
一
頁
註
⑧
罵
貝
牌
の
↓
房
目
豊

三
六
四
頁
七
行
ｇ
口
房
目
騨
１
ｔ
冒
昌
言
習
島

三
六
四
頁
九
行
冨
口
昏
冒
’
ず
層
９
首

三
七
○
頁
註
例
３
早
胃
昏
餌
日
↓
函
？
胃
昏
騨
昌

三
七
二
頁
五
行
、
三
七
九
頁
一
三
行
「
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
」
↓
「
す
零
へ

て
〔
の
邪
見
〕
に
よ
っ
て
」
梵
文
の
閏
ぐ
凹
乱
を
採
用
す
る
。
切
目
ぐ
胃
冨

（
完
全
に
）
を
採
用
す
る
と
、
副
詞
で
あ
る
か
ら
、
く
呂
昼
と
連
合
し
て

「
〔
善
根
が
〕
完
全
に
〔
断
ぜ
ら
れ
る
〕
」
の
意
味
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
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三
七
三
頁
八
行
「
さ
て
諸
の
善
根
が
断
ぜ
ら
れ
る
の
は
」
↓
「
ど
こ
に
お

い
て
諸
の
善
根
が
断
ぜ
ら
れ
る
か
。
」
梵
文
胃
冨
を
冒
四
と
訂
正
。
蔵

訳
、
両
漢
訳
参
照
。

三
七
四
頁
五
’
七
行
「
こ
の
世
に
お
い
て
・
・
・
な
い
で
あ
ろ
う
」
↓
「
無
間

〔
業
〕
を
造
っ
た
も
の
に
は
、
こ
の
世
に
お
い
て
は
無
い
。
（
八
○
偶
）
（
改

行
）
こ
の
世
に
お
い
て
は
他
の
も
の
に
の
み
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
無

間
〔
業
〕
を
造
っ
た
も
の
に
は
、
こ
の
世
に
お
い
て
は
あ
り
え
な
い
」

三
七
五
頁
七
行
「
こ
の
補
特
伽
羅
〔
人
〕
は
…
」
両
漢
訳
と
も
経
と
す

る
が
「
識
身
論
』
（
大
二
六
、
五
八
八
上
、
一
九
’
一
二
）
で
あ
る
。
『
倶

舎
諭
所
依
阿
含
全
表
Ｉ
』
第
四
章
〔
的
〕
参
照
。

五
二
五
頁
四
行
「
如
来
の
舎
利
で
あ
る
卒
塔
婆
」
↓
「
如
来
の
、
舎
利
を

容
れ
た
卒
塔
婆
」
。
シ
ヤ
マ
タ
デ
ー
ヴ
ァ
註
（
目
匡
忠
目
色
“
号
胃
宮
口

ぬ
い
声
①
的
め
む
四
》
』
、
戸
口
函
。
自
国
函
Ｑ
色
目
、
ご
○
段
い
む
①
》
］
○
ず
Ｏ
Ｑ
風
①
口
．

三
八
四
頁
註
⑨
三
七
二
頁
の
項
参
照
。

四
○
三
頁
一
四
行
「
果
の
厳
し
い
」
↓
「
果
実
が
堅
い
」

四
二
頁
一
五
行
、
四
二
貢
一
四
行
「
戒
瀧
〔
経
〕
」
↓
「
戒
瀧
〔
品
〕
」

後
者
の
註
の
通
り
。
次
項
参
照
。

四
一
四
頁
註
の
・
ハ
ー
リ
を
直
接
引
き
合
い
に
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
拙
稿
「
ウ
パ
ー
イ
カ
ー
所
伝
の
長
阿
含
」
『
印
仏
研
』
＄
．
蝉
忌
駅
、

己
や
（
雪
）
－
（
望
）
参
照
。

四
三
六
頁
一
五
行
’
四
三
七
頁
一
行
「
他
の
も
の
も
亦
・
：
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
」
↓
「
他
の
有
異
熟
の
も
の
も
で
あ
る
。
し
か
し
決
し
て
」

四
三
七
頁
八
行
「
他
の
も
の
も
亦
有
異
熟
で
あ
る
」
↓
「
他
の
有
異
熟
の

も
の
も
で
あ
る
」

四
八
一
頁
一
二
行
「
同
じ
よ
う
な
様
態
に
お
い
て
、
」
↓
「
同
じ
よ
う
な

（
様
態
の
と

舟
橋
は
『
倶
舎
論
」
と
称
友
疏
と
の
講
読
を
継
続
中
で
あ
り
「
親
先
生

は
『
倶
舎
論
』
を
読
ま
れ
る
時
が
一
番
お
幸
せ
そ
う
だ
」
と
受
講
生
に
言

わ
れ
て
い
る
。
舟
橋
が
こ
の
書
を
読
む
の
は
何
回
目
な
の
て
あ
ろ
う
か
。

阿
毘
達
磨
の
法
相
は
一
朝
一
夕
に
は
身
に
付
か
な
い
。
理
解
し
な
が
ら
読

む
に
は
一
定
の
「
遅
さ
」
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
後
続
の
も
の
に

は
信
頼
に
足
る
指
導
者
が
是
非
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
半
世
紀
以
上

に
亙
っ
て
深
く
そ
の
教
学
を
考
究
し
て
き
た
碩
学
の
和
訳
は
我
々
へ
の
一
」

の
う
え
な
い
贈
り
物
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
が
こ
の
巨
象
の
全
体
を
撫
で

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
い
つ
の
日
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
九
八
八
、
一
○
、
一
六
、
山
田
尚
子
初
逮
夜
の
日
）

一
垂
ユ
都
牝
岼
争
顕
貢
怯
識
式
画
酔
恥
賑
一
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